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は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
代
の
中
国
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
研
究
に
、「
域
外
漢

籍
」と
い
う
分
野
が
あ
る
。「
域
外
」と
は
、中
国
か
ら
見
た
外
国
の
こ
と
。

た
だ
し
国
境
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

時
々
で
中
国
国
外
だ
っ
た
場
所
を
指
す
言
葉
と
し
て
、「
域
外
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
唐
代
で
は
蒙
古
高
原
は
域
外
だ
が
、
元
代
お
よ

び
清
代
で
は
域
内
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
「
域
外
漢
籍
」
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
指
す
の
か
、
簡

単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一
．
中
国
人
の
手
に
な
る
古
典
作
品
あ
る
い
は
そ
の
注
釈
書
類
が
、

　
　
　

域
外
で
書
写
あ
る
い
は
印
刷
さ
れ
た
も
の

二
．
中
国
人
の
手
に
な
る
古
典
作
品
あ
る
い
は
そ
の
注
釈
書
類
に
、

域
外
漢
籍
と
し
て
の
和
刻
本
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憲
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域
外
の
人
物
に
よ
る
注
釈
、
解
説
が
施
さ
れ
、
域
外
で
書
写
あ

　
　
　

る
い
は
印
刷
さ
れ
た
も
の

こ
の
二
点
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の
が
域
外
漢
籍
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
中
国
周
辺
の
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
国
家
、
す
な
わ
ち
、
朝

鮮
半
島
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
書
物
（
朝
鮮
版
・
朝
鮮
書
写
本
）、
ベ
ト

ナ
ム
で
製
作
さ
れ
た
書
物
（
安
南
版
、
越
版
、
お
よ
び
書
写
本
）、
日
本
に

お
い
て
製
作
さ
れ
た
書
物
（
和
刻
本
、
日
本
書
写
本
、
漢
籍
旧
鈔
本
）
が

該
当
す
る
。
よ
っ
て
、
日
本
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
宋
版
・
明
版

の
よ
う
な
、
中
国
で
書
写
印
刷
さ
れ
た
本
で
、
現
在
中
国
国
外
に
あ
る

も
の
は
含
ま
れ
な
い
。

本
書
は
域
外
漢
籍
の
う
ち
、
日
本
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
書
物
に

絞
っ
て
作
ら
れ
た
写
真
つ
き
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
全
九
巻
、
四
六
〇
〇

沈
津
・
卞
東
波
編
著

日
本
漢
籍
図
録
1–

9
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ペ
ー
ジ
超
の
中
に
、
一
八
一
〇
種
類
の
和
刻
本
・
日
本
書
写
本
の
書
影

を
収
め
て
い
る
大
作
だ
。
本
書
の
特
色
は
何
と
言
っ
て
も
、
全
種
写
真

つ
き
で
紹
介
し
た
と
い
う
点
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。

先
行
す
る
和
刻
本
の
目
録
と
し
て
は
、
王
宝
平
主
編
『
中
国
館
蔵
和

刻
本
漢
籍
書
目
』（
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
中

国
の
図
書
館
・
大
学
が
所
蔵
す
る
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
点
の
和
刻
本
を

掲
載
し
て
お
り
、
本
書
よ
り
収
録
数
は
多
い
が
写
真
は
な
い
。
百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
物
に
も
言
え
る

こ
と
で
、
可
能
な
限
り
本
物
を
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
写
真
を
見
る
の
と
、

目
録
や
活
字
に
翻
刻
し
た
も
の
を
見
る
の
で
は
、
理
解
度
が
全
く
違
う
。

本
書
の
構
想
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
始
ま
り
、
本
格
的
な
作
業
に

入
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
一
月
以
後
だ
と
い
う
。
刊
行
が
二
〇
一
四
年

三
月
で
あ
る
か
ら
、
構
想
か
ら
わ
ず
か
二
年
半
足
ら
ず
で
完
成
し
た
こ

と
に
な
る
。
恐
る
べ
き
作
業
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

し
か
し
一
読
す
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
作
業
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
見
落
と

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
筆
者
の
気

づ
い
た
点
を
挙
げ
て
弁
駁
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

問
題
点

ま
ず
は
、
本
書
に
掲
げ
た
資
料
す
べ
て
に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
・
所

蔵
者
情
報
が
欠
落
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
書
物
、
と
り
わ
け

中
国
関
係
の
古
典
籍
を
調
べ
る
際
に
は
、
題
名
（
外
題
・
内
題
）、
刊
記

（
刊
行
年
、
刊
行
者
、
刊
行
地
）、
版
式
、
装
幀
、
大
き
さ
、
そ
の
他
特
記

す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
調
査
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。写
本
の
場
合
は
、

刊
行
を
書
写
と
読
み
替
え
れ
ば
い
い
。
本
書
で
は
、
一
点
の
本
に
つ
き

題
と
刊
行
年
と
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
写
真
は
用
紙
に
合
わ
せ

た
同
一
の
サ
イ
ズ
に
そ
ろ
え
ら
れ
、
縮
尺
も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

原
本
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
凡
例
に
は
「
図
録

選
取
毎
書
之
扉
葉
、
第
一
巻
第
一
葉
及
版
権
葉
、
部
分
漢
籍
収
入
了
序

葉
或
尾
葉
」（
図
録
に
は
各
書
の
扉
・
第
一
巻
第
一
丁
、
版
権
（
筆
者
注
：
刊

記
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
）
の
あ
る
丁
、
一
部
分
と
し
て
始
め
の
丁
あ
る
い
は
終

わ
り
の
丁
を
選
び
取
っ
た
）
と
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
一
書
の

う
ち
ど
こ
を
掲
載
す
る
の
か
と
い
う
統
一
は
取
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

不
体
裁
に
見
え
る
。
唯
一
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
版
式
（
一
行
の

文
字
数
・
行
数
・
界
線
・
罫
線
の
有
無
と
版
心
様
式
）
の
み
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
和
刻
本
漢
籍
を
入
手
し
、
本
書
で
素
性
を
探
っ
て
同
定
し

よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
る
。

更
に
、数
少
な
い
情
報
で
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
間
違
っ
て
い
る
。困
っ

た
こ
と
に
実
に
様
々
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
は

巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
論
語
集
解
』
と
、巻
六
所
収
の
白
居
易
（
白

楽
天
）
関
係
書
、
お
よ
び
本
の
分
類
に
関
す
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
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最
初
は
『
論
語
集
解
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
№
145
の
論

語
集
解
十
巻
（
三
国
魏
何
晏
集
解　

室
町
時
代
末
期
刊
本
）
お
よ
び
№
150
の

論
語
集
解
十
巻
（
三
国
魏
何
晏
集
解　

慶
長
活
字
印
本
）
と
い
う
、
よ
く
似

た
印
面
の
二
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
書
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
は
、
本
書
の

付
し
て
い
る
解
題
で
あ
る
）。
と
も
に
毎
半
葉
七
行
十
七
字
、
四
周
双
辺
小

黒
口
に
作
り
、
黒
魚
尾
で
あ
る
。
№
145
は
無
刊
記
、
№
150
は
慈
眼　

刊

／
正
運　

刊
／
洛
汭
要
法
寺
内
開
板
と
い
う
刊
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

№
150
は
慶
長
活
字
印
本
、
す
な
わ
ち
古
活
字
版
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
川
瀬
一
馬
氏
の
『
古
活
字
版
之
研
究
』
を
繙
き
、
こ
れ
ら
の
書
誌

情
報
を
検
討
し
て
い
く
と
、
本
書
の
付
す
刊
行
年
は
と
も
に
誤
り
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
№
145
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
長
年
間
の
整
版

無
刊
記
本
で
あ
る
。
な
ぜ
室
町
と
し
た
の
か
、
間
違
い
の
原
因
を
推
測

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

№
150
は
刊
記
か
ら
見
て
要
法
寺
版
で
あ
る
。
要
法
寺
は
多
く
古
活
字

版
を
出
版
し
て
い
る
の
だ
が
、
た
だ
『
論
語
集
解
』
の
み
が
整
版
本
あ

る
い
は
整
版
と
古
活
字
版
と
が
入
り
交
じ
っ
た
乱
れ
版
で
あ
り
、
本
書

こ
そ
、
ま
さ
に
そ
の
『
論
語
集
解
』
で
あ
る
。

№
150
を
更
に
見
て
ゆ
く
と
、
書
き
入
れ
と
蔵
書
印
か
ら
、
所
蔵
者
を

知
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
調
べ
て
い
く
と
、
現

在
の
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
WA7-

220
）
こ
そ
№
150
で
あ
り
、
浅

野
梅
堂
（
一
八
一
六
～
八
〇
、
蔵
書
家
・
画
家
）、
伊
藤
介
夫
（
一
八
三
三

～
一
九
一
二
、
幕
末
明
治
の
儒
者
）、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
（
一
九
〇
六

～
六
一
、
英
国
人
言
語
学
者
）、「
月
明
荘
」
印
の
主
で
あ
る
反
町
茂
雄

（
一
九
〇
一
～
九
一
、
古
書
店
主
）
の
手
を
経
て
国
会
図
書
館
に
収
ま
っ
た

書
物
だ
と
い
う
こ
と
が
同
定
で
き
る
の
で
あ
る
。国
会
図
書
館
蔵
本
は
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
解
題
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
整

版
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
古
活

字
版
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
言
う
な
ら
ば
、
古
活

字
版
な
ら
ば
そ
の
印
刷
技
法
上
ど
う
し
て
も
匡
郭
（
枠
線
）
の
四
隅
に

隙
間
が
生
じ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
№
150
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
も
、
古
活
字
版
と
は
言
え
な
い
。

更
に
、
№
150
の
書
影
は
陰
影
の
落
ち
方
と
解
像
度
か
ら
見
る
に
、
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
非
常
に
よ
く
似
て

い
る
。
だ
が
し
か
し
、
本
書
に
は
底
本
の
所
蔵
者
や
引
用
元
に
関
す
る

言
及
は
一
切
な
い
。ま
こ
と
不
可
思
議
な
現
象
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

続
い
て
白
居
易
関
係
書
の
事
例
を
検
討
し
て
み
る
。

本
書
巻
六
、
№
1053
か
ら
1058
に
か
け
て
、『
白
氏
文
集
』
を
は
じ
め
と

し
た
白
居
易
作
品
集
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
に
示
す
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
現
所
蔵
者
の
特
定
と
記
述
の
検
討
を

し
て
み
た
い
。
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漢籍図録 145：『論語集解』（日本漢籍図録 p387・388 より）

よく似ているが、末尾の刊記の有無が差である。

漢籍図録 150：『論語集解』（日本漢籍図録 p398・399 より）
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№
1053　

白
氏
長
慶
集
七
十
一
巻　

唐
白
居
易
撰　

明
馬
元
調
校　

　
　
　

日
本
立
野
春
節
訓
点

　
　
　

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
京
都
松
栢
堂
林
和
泉
掾
刊
本

№
1054　

白
氏
文
集
七
十
一
巻　

唐
白
居
易
撰　

元
和
年
間
那
波
道

　
　
　

円
活
字
印
本

№
1055　

新
楽
府
一
巻　

唐
白
居
易
撰　

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）　

　
　
　

･

片
山
舎
正
刊
本

№
1056　

白
氏
選
八
巻　

唐
白
居
易
撰　

日
本
源
世
昭
編
選　

　
　
　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
本

№
1057　

長
恨
歌
伝
一
巻　

唐
陳
鴻
撰　

　
　
　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
刊
本

№
1058　

長
恨
歌
伝
一
巻
附
琵
琶
行
一
巻
野
馬
台
一
巻　

唐
陳
鴻
、

　
　
　

白
居
易
撰

　
　
　

慶
長
元
和
年
間
活
字
印
本

№
1053
は
、
明
版
に
訓
点
を
附
し
て
日
本
で
復
刻
し
た
も
の
。
刊
記
も

あ
り
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
『
白
氏
文
集
』
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
本
書
は
明
版
を
底
本
に
し
た
た
め
中
国
で
の
書
名
で
あ
る
『
白

氏
長
慶
集
』
と
な
っ
て
い
る
。

№
1054
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
年
）、
那
波
道
円
が
角
倉
素
庵
の
援
助

を
受
け
、古
活
字
に
よ
っ
て
印
刷
し
た
、那
波
本
と
呼
ば
れ
る
本
で
あ
る
。

那
波
本
は
日
本
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
標
準
的
テ
キ
ス
ト
と

な
っ
て
お
り
、
研
究
上
重
要
な
本
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
で
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
る
二
十
数
本
の
う
ち
か
ら
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
も
の
を

選
ん
で
『
宮
内
庁
所
蔵　

那
波
本　

白
氏
文
集
』
影
印
版
（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
二
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

巻
第
一
の
一
行
目
に
「
双
鑑
楼
蔵
書
印
」
の
印
が
あ
り
、
こ
れ
が
清

末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
政
治
家
・
学
者
で
あ
る
傅
増
湘
（
一
八
七
二

～
一
九
四
九
年
）
の
双
鑑
楼
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
書
物
で
あ
り
、
現
在

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
本
（
請
求
記
号
：

貴
重
‐
三
六
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
刊
年
は
元
和
年
間
と
し
て

い
る
が
、那
波
道
円
の
手
に
な
る
「
白
氏
文
集
後
序
」
を
読
め
ば
戊
午
、

す
な
わ
ち
元
和
四
年
と
特
定
で
き
る
。

本
書
の
大
き
な
問
題
は
、
活
字
版
で
は
な
い
丁
の
写
真
を
掲
載
し
た

こ
と
だ
。
巻
第
一
の
第
一
丁
は
後
代
の
補
写
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
古

活
字
版
の
標
本
と
は
な
ら
な
い
。
東
洋
文
化
研
究
所
本
は
第
五
丁
か
ら

本
来
の
古
活
字
版
と
な
る
の
で
、
影
印
に
は
こ
の
丁
を
用
い
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
宮
内
庁
本
影
印
や
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
本
な
ど
と
、
引
き
比
べ
れ
ば
す
ぐ
に
お
か
し
い
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
筈
な
の
だ
が
、
残
念
で
あ
る
。

№
1055
は
、
蔵
書
印
及
び
ヤ
ブ
レ
か
ら
見
る
と
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

本
（
請
求
記
号
：
本
別
15-

13
）
で
あ
る
。
書
誌
は
正
し
い
。
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№
1056
は
出
典
の
特
定
は
難
し
い
。

№
1057
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
WA7-

247
）
の
古
活
字
版

で
あ
る
。
元
和
二
年
刊
と
す
る
が
、
そ
れ
は
国
会
図
書
館
の
解
題
に

「
原
表
紙
の
裏
貼
り
に
裏
貼
り
に
元
和
二
年
東
福
寺
印
行
の「
十
九

史
略
通
考
」
の
摺
り
遺
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
同
種

活
字
を
使
用
し
、
版
式
も
相
似
す
る
こ
と
か
ら
刊
年
、
出
版
者
が

推
定
さ
れ
る
。」

と
し
た
上
で
推
定
の
カ
ッ
コ
を
付
け
た
［
元
和
2･

一
六
一
六
］
と

あ
る
記
述
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
確
な
刊
年
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
中
で
古
活
字
版
は
「
活
字
印
本
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
『
長
恨
歌
伝
一
巻
』
も
刊
年
不
明
、
活
字
印
本

と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

№
1058
も
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
WA7-

193
）
で
あ
る
。
慶
長

元
和
年
間
に
六
種
類
刊
行
さ
れ
た
古
活
字
版
の
内
の
一
種
類
で
、
川
瀬

一
馬
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
第
六
種
本
に
属
す
。

最
後
に
、
本
の
分
類
に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
書
は
四
部
分
類
と
い
う
、
中
国
伝
統
の
分
類
法
に
よ
っ
て
本
を
配

列
し
て
い
る
。
経
（
儒
教
の
経
典
お
よ
び
注
釈
。
字
書
、
韻
書
、
訓
詁
を
含

む
）・
史
（
歴
史
書
、
地
理
書
）・
子
（
儒
家
も
含
め
て
法
家
、
道
家
な
ど
の
諸

子
お
よ
び
農
学
、医
学
、芸
術
な
ど
の
技
術
書
）・
集
（
文
学
書
）
と
い
う
「
四
」

漢籍図録 1054：那波本『白氏文集』（日
本漢籍図録 p2704 より）

宮内庁：那波本『白氏文集』（宮内庁本白
氏文集『宮内庁所蔵　那波本　白氏文集』
影印版（勉誠出版、2012 年 3 月）より）

同じ第巻一の第一丁だが、別物である。



『東方』419 号（2016 年 1 月）　　38

つ
の
「
部
」
類
に
分
類
す
る
の
で
四
部
分
類
と
い
い
、
ま
た
、『
四
庫

全
書
』
に
採
用
さ
れ
た
分
類
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
四
庫
分
類
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
漢
籍
分
類
の
た
め
に
発
達
し
た
分
類
法
で
あ
る
か
ら
、
本

書
の
内
容
に
ぴ
た
り
と
合
っ
て
合
理
的
で
あ
る
。
だ
が
、「
小
学
」
の

分
類
を
め
ぐ
っ
て
ミ
ス
が
あ
る
。

漢
籍
で
「
小
学
」
と
い
っ
た
場
合
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は

四
部
分
類
の
経
部
の
中
の
下
位
分
類
で
あ
る
小
学
類
（
字
書
・
韻
書
・

訓
詁
学
の
書
な
ど
、
儒
教
経
典
を
読
み
解
く
た
め
の
文
字
解
釈
の
書
が
分
類
さ

れ
る
）
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
朱
熹
が
劉
子
澄
に
編
纂
さ
せ
た
初
学
者

用
教
科
書
の
『
小
学
』
で
あ
る
。
後
者
は
子
部
の
儒
家
類
に
属
す
る
書

物
で
あ
る
。

『
日
本
漢
籍
図
録
』
で
は
、本
来
子
部
に
入
る
べ
き
書
物
の
方
の
『
小

学
』
を
、
誤
っ
て
経
部
に
入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
巻
二
の

№
205　

小
学
内
篇
二
巻
（
倭
版
小
学
）

№
206　

小
学
外
篇
一
巻
（
倭
版
小
学
）

№
210　

小
学
集
説
六
巻

№
211　

標
注
校
正
小
学
合
璧
六
巻

が
そ
れ
に
当
た
る
。
凡
例
で
も
「
本
図
録
之
排
序
、
首
以
経
、
史
、

子
、
集
四
部
為
序
」（
本
図
録
の
配
列
は
経
を
最
初
に
し
、
史
、
子
、
集
の

四
部
の
順
番
で
あ
る
）
と
断
っ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
大
き
な
ミ
ス
で
あ

る
。
書
名
と
分
類
名
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
初
歩
的

な
間
違
い
で
あ
り
、
本
書
の
信
頼
性
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
書
誌
学
の
観
点
か
ら
縷
々
と
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
ひ
と
え
に
本
書
が
非
常
に
た
く
さ
ん
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と

言
う
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

本
書
の
後
記
で
編
者
の
卞
東
波
氏
は
「（《
日
本
漢
籍
図
録
》）
這
対
於

瞭
解
日
本
印
刷
史
、
中
日
典
籍
交
流
史
、
日
本
漢
学
史
等
都
大
有
裨
益
」

（（『
日
本
漢
籍
図
録
』
は
）
日
本
印
刷
史
、
中
日
典
籍
交
流
史
、
日
本
漢
学
史

等
に
対
し
て
明
瞭
な
理
解
を
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
全
て
に
大
き
な
利
益
を

も
た
ら
す
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
不
十
分
で
あ
る
と
い
う

し
か
な
い
。
写
真
に
対
し
て
不
正
確
な
解
説
が
附
さ
れ
て
い
れ
ば
、
読

者
の
理
解
も
不
正
確
な
も
の
に
な
る
。
二
年
半
の
間
に
一
八
一
〇
種
類

の
書
影
を
揃
え
て
発
刊
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
敬
意
を
表
す
る
が
、
目

録
は
書
物
の
海
を
こ
ぎ
渡
る
た
め
の
灯
台
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
研
究

に
お
い
て
は
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
拙
速
よ
り
も
巧
遅

を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
、
十
分
に
補
正
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（
か
ね
き
・
と
し
の
り　

明
治
大
学
兼
任
講
師
）


